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　４月１日、米原市の中山間地における農業の担い手の確保および地域の活性化を目的
として、４人の水源の里農業みらいつくり隊員を委嘱しました。隊員の皆さんは、これ
から最長３年間をかけて、地域の脱炭素化を目指す取り組み
や、地域資源を活用した新たな生業づくりに挑戦されます。
　隊員の活動場所のうち、小泉棚田地域では、太陽光パネル
の下で農業を行う営農型太陽光発電に取り組みます。営農型
太陽光発電に取り組むことで、耕作放棄地の解消や持続可能
な農業の実現を目指していきます！

移動市役所をご利用ください！

市民の皆さんや事業者の方にご活用いただける
補助金・助成金の一覧を公開しています！

新しい窓口「近江窓口センター」・「伊吹窓口センター」がスタートしました！

◆令和８年度の新しい補助金◆
市民活動支援事業補助金

未来の担い手強化支援事業補助金 老人クラブ研修事業費補助金

　移動市役所は、皆さんがお住まいの地域へ訪問し、オ
ンライン相談窓口やマイナンバーによる証明書発行、マイ
ナポータルを活用した申請サポート、保険証関連の申請サ
ポートなどを行っています。
　また、週に２日程度、事業連携としてコンビニエンスス
トアの移動販売車が一緒に運行しています！
　市役所のお手続きはもちろん、お買い物や見学にも、ぜ
ひお気軽にお立ち寄りください♪

毎月の運行カレンダーや配置場所は、

市 LINE 公式アカウントで

随時お知らせします！

　令和８年度に市民の皆さんや事業者の方などに利用していただける補助金等の一覧を、市公式ウェブサイトに公開していま
す。ぜひご活用ください。※補助額などの詳しい内容については、各担当課へお問合せください。

　４月から、「近江窓口センター」・「伊吹窓口センター」
での窓口業務がスタートしました！窓口センターはこれ
までの市民自治センターの機能を引継ぎますので、市
の総合窓口として各種手続きをご利用いただけます。

伊吹窓口センター
（愛らんど内・春照 56）

近江窓口センター
（近江図書館内・顔戸 281-1）

※ 窓口センターが入所する各施設 ( 近江図書館・愛らんど ) の開所
時間と異なりますので、ご注意ください。

※ 窓口センターでは窓口延長は実施しません。また、時間外の戸籍
届書の受付はできません。

※ 近江市民自治センター、伊吹市民自治センターは令和８年３月 31
日をもって廃止しました。

近江図書館正面玄関から入って突き当
たりに配置しています！

愛らんど正面玄関右側事務所内に配置
しています！

開所時間：９時～１６時４５分

市民活動団体等に対し、地域課題の解決等を目的とした、行政とともに
共助を担うパートナーの設立、活動等に係る費用を補助します。
問市 協働人権課　☎ 53-5167

10 年後の農地利用を見据え、担い手農業者が効率的な農
業用機械等を導入するための費用を補助します。
問市 農政課　☎ 53-5141

老人クラブ連合会に加入していない老人クラブが行う研修
事業に係る費用を補助します。
問市 高齢福祉課　☎ 53-5122

▲登録はこちら

　 私たち隊員が

＼米原の農業を守っていきます！／

米 原 市

米原市の農業の未来を担う

水源の里農業みらいつくり隊員を委嘱しました！
市公式ウェブサイトはこちら▶

※掲載している内容は令和８年
４月１日現在の内容です。ご覧に
なる時期によっては、事業が終
了している場合があります。

運行カレンダーはこちら▶

米原市の美味しいお
米を全国の皆さんに
PRしたいです！

鈴
す ず き

木 康
やすゆき

介 さん
昭和 54 年８月生まれ

愛媛県から移住
東草野地域で活動予定

久
く ぼ か わ

保川 誠
まこと

 さん
昭和 53 年４月生まれ

京都府から移住
東草野地域で活動予定

山
や ま だ

田 真
ま こ と

実 さん
昭和 59 年12 月生まれ

岐阜県から移住
小泉棚田地域で活動予定

鈴
す ず き

木 好
よしひろ

弘 さん
昭和 42 年５月生まれ

東京都から移住
小泉棚田地域で活動予定

農業初挑戦ですが、米
原市に骨をうずめる覚
悟で頑張ります！

米原市の自然の中で、
農業を通して新しい
挑戦をしたいです！

地域の皆さんと協
力しあい、充実し
た活動ができるよ
う頑張ります！

米原市LINE公式アカウントで
あなたのスマホにくらしの情報を
お届けします！

くらしに役立つ情報やイベント情報
などを随時配信中です♪
ぜひ友だち登録をお願いします！あなたのスマホにくらしの情報を

市 LINE 公式アカウントで

随時お知らせします！

↓近江窓口センター ↓伊吹窓口センター



令和８年度　施政方針

◆持続可能なまちへの大胆な転換◆

◆まちを支え、未来につながる「３つの幹」を
 強く太く育んでいく◆

次代を見据えた 未来志向の転換・始動

０２．誰もが安全・安心に暮らせる地域づくり

０１．こども・若者の育ちや学び、挑戦を応援

０３．まちの未来を拓く原動力への投資

【自治会業務効率化推進事業交付金の創設】

【生徒会「夢・志」チャレンジ補助金の新設】

【伊吹スマート IC・エネルギーオアシス構想の検討】

【伊吹山植生復元プロジェクトの推進】

【“アウトオブキッザニア in まいばら”の開催】

【未来の担い手強化支援事業補助金の創設（農業者支援）】

　自治会における業務負担の増大や担い手不足といった課題に対して、将来にわたって持続可能な自治会運営を支援
するため、「自治会業務効率化推進事業交付金」を創設します。

　市内の各中学校の生徒が、学校生活の改善や地域課題の解決に向けて、自主的・主体的に取り組んでいる生徒会
活動を応援するための補助金を設けます。

　伊吹パーキングエリアにおけるスマートインターチェンジ設置と、隣接地への水素エネルギー製造、供給拠点等を備
えた複合型エネルギーオアシスの立地を図るため、民間事業者との連携により構想実現に向けた調査検討を進めます。

　伊吹山の土砂災害対策や植生復元に向けて、伊吹山南側斜面の土砂流出を抑制し植生回復を促進するための伏工、
伊吹山在来種の採種育苗、登山道上部の落石対策工を実施します。

　子どもたちが楽しみながら地域の仕事を体験し、「この地域で働きたい！」という地元愛を育むことができる地域活
性化型職業体験イベントを開催します。

　10 年後の農地利用を見据えた地域計画の実現に向け、意欲ある担い手農業者の確保および強化を図るため、効
率的な農業用機械の導入を支援する補助制度を創設します。

●持続可能な行政サービス体制の確立

●未来を見据えた行財政基盤の適正化

【移動市役所の本格運行】

【公共施設等総合管理計画の中間見直し】

【まいちゃん号の新システム導入】

【給食センターの統合に向けた厨房機器の改修整備】

　令和８年度から本格運行を開始する移動市役所では、地域へ直接出向いて行政サービスをお届けします。また、民
間事業者と連携した移動販売等を推進し、地域課題の解決と暮らしの充実を図ります。

　社会変化に伴う利用者の減少や施設の老朽化といった課題を踏まえ、令和８年度から令和９年度の２カ年をかけて、
公共施設等総合管理計画の中間見直しを行います。

　近年、人口減少・少子高齢化の進行により、地域経済や市民生活を支える基盤が大きく揺らいでいます。
加えて、本市の財政運営も厳しさを増しており、健全な財政運営への転換が不可欠です。
　これからの市政では、人口減少という現実を正面から受け止め、「縮小」を前提
としながらも地域の質を高める「縮

しゅくじゅう

充」の発想のもと、市民の皆様と情報を共有し、
対話を重ねながら、大切にしたい必要な施策を見極めてまいります。
　令和８年度は、施政方針で示した内容を進めるとともに、徹底した業務の見直し
による施策の最適化と未来につながる新たな価値の創造に邁進することができる組
織とするため、市役所組織を改編します。変化を好機と捉え、持続可能なまちへの
取組を一層推進してまいります。

　運行経費の抑制が課題となっている乗合タクシーまいちゃん号にデジタルを活用した新システムを導入し、利便性
と費用対効果の高い持続可能な仕組みへと転換します。（令和９年２月新システム導入予定）

▶組織改編
　公共交通施策は、都市計画との連携を強化するとともに、新たな技術や制度の活用を促進するため、
都市計画課内に新たに設ける「地域交通政策室」が担います。

▶組織改編
　・ こども若者施策を強く推し進めるため、「こども政策部」を新たに設けます。
　 ・ 「こども若者応援課」を新設し、子どもや若者が自らの興味や夢に向かっていくことを応援するため

の施策を推進します。

▶組織改編
　少子化や暮らしを支える拠点機能の縮小等による地域の不安や課題を解決し、安心や希望に変えるた
め、山東支所を地域振興、地域づくりの拠点とし、「地域振興課」を山東支所に配置します。

▶組織改編
　・ 将来の成長や発展をけん引する産業経済を強化するため、新たに「経済環境部」を設けます。
　・ 環境を軸とするエネルギー政策を推進するため、「産業政策課」を設けます。

▶組織改編
　・ 持続可能なまちへの転換を着実に進めるため、政策推進部に新たに「公共施設マネジメント課」を設

け、公共施設適正化等の検討を進めます。
　・ 総務部に「行革デジタル推進課」を設け、行政経営改革の推進を強化します。

　施設や機器の老朽化および児童生徒数の減少見通しを踏まえた市内２カ所の給食センターの将来的な統合に向け
て、令和８年度は東部給食センターの厨房機器改修の設計業務を実施します。

米原市長米原市長


